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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期第２四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第２四半期 26,303 △14.7 372 105.4 498 60.3 151 △18.0

27年３月期第２四半期 30,822 △0.6 181 △3.1 311 3.0 184 4.7
(注) 包括利益 28年３月期第２四半期 301百万円(△18.7％) 27年３月期第２四半期 370百万円( 14.5％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第２四半期 24.98 ―

27年３月期第２四半期 30.46 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第２四半期 34,806 15,372 43.6

27年３月期 35,153 15,177 42.6
(参考) 自己資本 28年３月期第２四半期 15,176百万円 27年３月期 14,978百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00

28年３月期 ― 16.00

28年３月期(予想) ― 16.00 32.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 55,627 △9.0 1,289 21.0 1,484 5.5 679 △5.3 111.98
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 - 社（社名） 、除外 - 社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期２Ｑ 6,100,503株 27年３月期 6,100,503株

② 期末自己株式数 28年３月期２Ｑ 37,469株 27年３月期 30,669株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期２Ｑ 6,067,011株 27年３月期２Ｑ 6,069,834株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。この四半期決算短信の
開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予
測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府による経済政策等を背景に、企業収益や雇用情勢に改善の

動きが見られ、景気は緩やかな回復基調で推移しているものの、中国経済をはじめとした海外景気の下振れリスク

が高まるなど、先行きは不透明な状況にありました。

　当社グループの営業基盤である南九州においては、昨年の消費税率引き上げや円安に伴う物価上昇等により、消

費者の節約志向、低価格志向が根強く残る中で、業種・業態を超えた競争は一層激しさを増しており、依然として

厳しい経営環境にありました。

　このような状況の中で当社グループは、主力のエネルギー事業において、燃料油やＬＰガス等の販売における地

域シェアの拡大に努めるとともに、全ての事業において、営業力の強化及びサービスの向上を図るための人材育成

に加え、お客様ニーズを捉えた改装や売場の変更を積極的に実施するなど、収益力の強化に努めました。

　以上の結果、エネルギー関連商品の販売価格が低下したこと等により当第２四半期連結累計期間の売上高は263億

３百万円（前年同四半期比14.7％減）となりましたが、エネルギー関連商品の調達価格の下落等もあり、経常利益

は４億98百万円（前年同四半期比60.3％増）となりました。しかしながら九州石油業厚生年金基金の解散に伴う損

失見込額を、厚生年金基金解散損失引当金繰入額（特別損失）として２億67百万円計上したことにより、親会社株

主に帰属する四半期純利益は１億51百万円（前年同四半期比18.0％減）となりました。

　
セグメントの業績は、次のとおりであります。

　
１ エネルギー

「エネルギー」セグメントにつきましては、石油部門において、原油の価格変動に左右されない油外商品の拡

販に努めるとともに、「ＥＮＥＯＳカード」等の新規会員獲得によるユーザーの囲い込みに加え、安値競争への対

応や販促活動等による燃料油の増販に努めました。また、４月に他社より宮崎市内にあるＳＳ１店舗の事業を譲

受け、セルフ福島ＳＳとしてオープンいたしました。

　ガス部門においては、ＬＰガス海上基地の稼働率アップや配送コストの削減に努めるとともに、訪問活動によ

る新規顧客の開拓やガス関連商品の提案等によるお客様との関係強化に取り組みました。また、販売網の拡大を

目的として、鹿児島県肝属郡南大隅地区におけるＬＰガス需要家へのガス販売権を一部買取り、４月にミスミガ

ス佐多店を新設し、営業を開始いたしました。

　以上の結果、売上高は原油価格やＬＰガス輸入価格の下落に伴い、エネルギー関連商品の販売価格が低下した

こと等により201億19百万円（前年同四半期比18.1％減）となりましたが、エネルギー関連商品の調達価格の下落

等もあり、セグメント利益（営業利益）は２億86百万円（前年同四半期比144.3％増）となりました。

２ ライフスタイル

「ライフスタイル」セグメントにつきましては、カルチャー部門において、映像レンタルの売上改善を図るた

め、Ｔカードやアプリ会員の獲得強化に努めるとともに、レンタルのセルフレジを新たに２店舗へ導入し、店舗

運営の効率化を図りました。また、６月にはブックスミスミオプシア店の雑貨コーナーを「Ｊｉｂｕｎ-Ｓｔｙｌ

ｅ」としてリニューアルし、他社との差別化を図りました。

　自動車部門においては、展示会の実施や販促活動等による集客を図り、新車販売の増販に努めるとともに、タ

イヤ販売における新規取引先の開拓と売れ筋商品の販売に注力し、収益確保に努めました。

　ホームライフ部門においては、家庭用太陽光発電システムの販売強化に加え、スマートハウスの構造見学会や

完成見学会を定期的に実施し集客を図るなど、新規受注獲得に努めました。

　以上の結果、売上高は需要縮小や競合他社との競争等の影響を受けて35億11百万円（前年同四半期比4.1％減）

となりましたが、セグメント利益（営業利益）は１億30百万円（前年同四半期比10.7％増）となりました。

３ フード＆ビバレッジ

「フード＆ビバレッジ」セグメントにつきましては、外食部門において、６月に店舗イメージの向上等を目的

として、ＫＦＣ２店舗を改装するとともに、新商品の販売やキャンペーンの連続投入による収益改善を図りまし

た。また、全業態において、食材・衛生管理の徹底と、店舗オペレーションの強化を図り、心のこもったサービ

スを実践することで、お客様満足度の向上に努めました。

　ミネラルウォーター部門においては、営業活動の見直しによる、営業効率の向上に努めるとともに、ショッピ

ングサイト内の店舗リニューアルや新規オンラインモールでの販売を本格稼働させるなど、ネット販売における

宅配件数のシェア拡大を図りました。

　以上の結果、売上高は26億72百万円（前年同四半期比3.6％増）、セグメント利益（営業利益）は２億15百万円

（前年同四半期比7.4％増）となりました。

（上記金額には、消費税等は含まれておりません。）
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（２）財政状態に関する説明

　（財政状態）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて３億47百万円減少し、348億６百万円となり

ました。これは主に、現金及び預金が増加した一方、受取手形及び売掛金が減少したこと等によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べて５億42百万円減少し、194億33百万円となりました。これは主に九州石油業厚

生年金基金の解散に伴う損失見込額を、厚生年金基金解散損失引当金として負債に計上したこと等により増加した

一方、支払手形及び買掛金や未払法人税等が減少したこと等によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて１億94百万円増加し、153億72百万円となりました。これは主に、その他有

価証券評価差額金が増加したことによるものであります。

　

　（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、仕入債務の減少４億53百万

円、固定資産の取得３億79百万円及び法人税等の支払い３億53百万円等の資金の減少がありましたが、売上債権の

減少９億13百万円、減価償却費３億19百万円及び税金等調整前四半期純利益２億45百万円等の資金の増加により、

前連結会計年度末に比べ５億59百万円増加し、当第２四半期連結累計期間末は51億26百万円（前年同四半期末比

26.0％増）となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加額は、10億95百万円（前年同四半期比31.7％増）

となりました。これは主に、仕入債務の減少４億53百万円及び法人税等の支払い３億53百万円等の資金の減少があ

りましたが、売上債権の減少９億13百万円、減価償却費３億19百万円及び税金等調整前四半期純利益２億45百万円

等の資金の増加によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少額は、５億４百万円（前年同四半期比167.0％増）

となりました。これは主に、固定資産の取得３億79百万円等の資金の減少によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少額は、31百万円となりました。これは主に、配当

金の支払い91百万円等の資金の減少によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の業績予想につきましては、平成27年５月11日に公表いたしました業績予想から修正しておりま

す。詳細につきましては、平成27年11月９日公表の「平成28年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との

差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動
　

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
　

記載すべき事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更い

たしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方

法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会

社株式の取得または売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記

載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得また

は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載す

る方法に変更しております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

決算短信 （宝印刷）  2015年11月09日 11時42分 6ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



株式会社Ｍｉｓｕｍｉ(7441) 平成28年３月期 第２四半期決算短信

5

３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,240,959 5,936,064

受取手形及び売掛金 4,610,840 3,695,544

商品及び製品 2,733,724 2,567,764

仕掛品 47,441 30,108

原材料及び貯蔵品 43,195 40,765

その他 678,468 491,399

貸倒引当金 △82,863 △79,678

流動資産合計 13,271,766 12,681,968

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,730,498 3,598,306

土地 12,227,632 12,339,356

その他（純額） 980,945 1,039,893

有形固定資産合計 16,939,076 16,977,556

無形固定資産 234,892 186,970

投資その他の資産

その他 4,979,203 5,233,531

貸倒引当金 △271,221 △273,387

投資その他の資産合計 4,707,982 4,960,144

固定資産合計 21,881,950 22,124,671

資産合計 35,153,717 34,806,639

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,912,193 1,458,693

短期借入金 5,810,000 5,370,000

1年内返済予定の長期借入金 2,164,260 2,410,882

未払法人税等 362,737 159,757

賞与引当金 306,525 287,695

その他 1,613,118 1,363,361

流動負債合計 12,168,834 11,050,390

固定負債

長期借入金 5,744,175 6,019,398

役員退職慰労引当金 770,500 773,700

厚生年金基金解散損失引当金 － 267,514

その他 1,292,354 1,322,825

固定負債合計 7,807,029 8,383,437

負債合計 19,975,863 19,433,828
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,690,899 1,690,899

資本剰余金 1,646,341 1,646,341

利益剰余金 10,851,148 10,911,678

自己株式 △43,403 △55,362

株主資本合計 14,144,986 14,193,556

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 906,435 1,053,190

退職給付に係る調整累計額 △72,596 △69,977

その他の包括利益累計額合計 833,839 983,213

非支配株主持分 199,028 196,041

純資産合計 15,177,853 15,372,811

負債純資産合計 35,153,717 34,806,639
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 30,822,080 26,303,783

売上原価 25,438,325 20,690,076

売上総利益 5,383,754 5,613,707

販売費及び一般管理費 5,202,382 5,241,109

営業利益 181,372 372,597

営業外収益

受取利息 2,418 2,402

受取配当金 22,210 35,036

受取賃貸料 72,977 70,136

その他 138,735 120,106

営業外収益合計 236,342 227,682

営業外費用

支払利息 64,890 57,351

賃貸費用 31,415 28,743

その他 10,137 15,278

営業外費用合計 106,442 101,373

経常利益 311,272 498,906

特別利益

固定資産売却益 6,661 2,831

投資有価証券売却益 － 2,017

収用補償金 － 10,517

特別利益合計 6,661 15,366

特別損失

固定資産売却損 － 0

減損損失 － 960

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 － 267,514

特別損失合計 － 268,474

税金等調整前四半期純利益 317,933 245,797

法人税、住民税及び事業税 68,877 147,330

法人税等調整額 63,370 △52,653

法人税等合計 132,248 94,677

四半期純利益 185,684 151,120

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

821 △456

親会社株主に帰属する四半期純利益 184,863 151,577
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 185,684 151,120

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 191,057 146,754

退職給付に係る調整額 △6,227 3,334

その他の包括利益合計 184,829 150,089

四半期包括利益 370,514 301,210

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 368,596 300,951

非支配株主に係る四半期包括利益 1,918 258
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 317,933 245,797

減価償却費 337,571 319,391

減損損失 － 960

固定資産除却損 1,188 3,423

のれん償却額 40,546 40,377

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17,140 △1,019

賞与引当金の増減額（△は減少） △28,475 △18,830

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,000 3,200

厚生年金基金解散損失引当金の増減額（△
は減少）

－ 267,514

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △55,413 △55,992

受取利息及び受取配当金 △24,629 △37,439

支払利息 64,890 57,351

為替差損益（△は益） △47 －

固定資産売却損益（△は益） △6,661 △2,831

投資有価証券売却損益（△は益） － △2,017

受取保険金 △824 △3,246

売上債権の増減額（△は増加） 1,700,070 913,796

たな卸資産の増減額（△は増加） △177,948 185,723

仕入債務の増減額（△は減少） △901,222 △453,499

その他 △49,671 5,617

小計 1,207,164 1,468,280

利息及び配当金の受取額 23,161 37,533

利息の支払額 △64,736 △57,393

保険金の受取額 824 463

法人税等の支払額 △334,658 △353,757

営業活動によるキャッシュ・フロー 831,755 1,095,125

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △300 △136,000

定期預金の払戻による収入 23,565 －

固定資産の取得による支出 △217,064 △379,854

固定資産の売却による収入 8,466 4,366

投資有価証券の取得による支出 △12,456 △12,691

投資有価証券の売却による収入 － 2,517

差入保証金の差入による支出 △431 △58

差入保証金の回収による収入 10,466 15,965

貸付けによる支出 △1,300 △200

貸付金の回収による収入 4,610 3,701

その他 △4,610 △2,516

投資活動によるキャッシュ・フロー △189,053 △504,768
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 300,000 100,000

短期借入金の返済による支出 △740,000 △540,000

長期借入れによる収入 1,800,000 1,700,000

長期借入金の返済による支出 △1,069,925 △1,178,155

リース債務の返済による支出 △3,300 △6,706

自己株式の取得による支出 － △11,959

配当金の支払額 △90,875 △91,185

非支配株主への配当金の支払額 △3,245 △3,245

財務活動によるキャッシュ・フロー 192,654 △31,251

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 835,356 559,104

現金及び現金同等物の期首残高 3,233,113 4,567,259

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,068,469 5,126,364
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

エネルギー
ライフ
スタイル

フード＆
ビバレッジ

計

売上高

外部顧客への売上高 24,578,053 3,663,183 2,580,843 30,822,080 ― 30,822,080

セグメント間の内部
売上高又は振替高

16,386 31,391 15,177 62,956 △62,956 ―

計 24,594,440 3,694,574 2,596,021 30,885,036 △62,956 30,822,080

セグメント利益 117,381 118,090 200,612 436,084 △254,712 181,372

(注) １ セグメント利益の調整額△254,712千円には、セグメント間取引消去4,718千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△259,430千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

エネルギー
ライフ
スタイル

フード＆
ビバレッジ

計

売上高

外部顧客への売上高 20,119,604 3,511,406 2,672,772 26,303,783 ― 26,303,783

セグメント間の内部
売上高又は振替高

13,097 42,896 13,026 69,020 △69,020 ―

計 20,132,702 3,554,302 2,685,798 26,372,804 △69,020 26,303,783

セグメント利益 286,813 130,775 215,515 633,103 △260,506 372,597

(注) １ セグメント利益の調整額△260,506千円には、セグメント間取引消去4,106千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△264,612千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。
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